












る。 一 方で， これまでの初期社会科研究では，
『学習指導要領社会科編 I (試案）』（以下，『要
領 I 』)が現場の教師たちが理解できずに混乱を
招いたことが指摘されつつも，『要領 I 』 の具体
化の実態は十分に明らかにされることはなかっ
た










とめてきた 3) 。 その中で， 次のことを明らかにし
た。終戦直後の長野男子附小は， 教科書局教材研
究課長の青木誠四郎 (1894 - 1956) との戦前か
らの結びつきがあったことから， 1946 年 5 月に
公民教育 1946 年 12 月に社会科をはじめとする
各教科の実践研究に指定された学校であること。
長野男子附小では， 青木の指導を受けることで，




篠 崎 正 典
＊
（以下， 第1次案）として社会科単元指導計画を
発表することができたこと。 そ して， その社会
科単元指導計画は， すべての内容が，『要領 I 』
そのものの具体化ではなかったこと， である。
しかしながら， 長野男子附小は， 第1次案を発
















以上から， 本稿では， 教科書局から 1947 年度
の実験学校に指定された長野男子附小で， 1947


















1947 年 7 月に発表した第 1 次案の一部を 1948 年
9 月 10 日までに修正し， 第 2 次案を発表した。
また， 第 2 次案の発表から 8 日後の 9 月 18, 19
日に開催した学習指導研究会 5) では， 第2次案
に基づく社会科授業を公開している。 ここでは，
長野男子附小における第 1 次案発表から第 2 次
案発表までの研究動向を整理し， 社会科単元指
導計画の修正過程を明らかにしておきたい。
長野男子附小における第 1 次案発表から第 2 次
案発表までの研究動向について， 学校日誌を用
いて整理したものが 表lである。 表1から， 次
のことが確認できる。
第一に， 1947 年度は，『要領 I 』編纂者であ
る重松鷹泰 6) の指導下で， 第1次案の実践化に
取り組んだことである。 長野男子附小の教官た
ちは， 重松から 7 月 15 日と 17 日に「社会科に








小の教官が参加し， 意見を交換している 8)。 同時













第二に， 1948 年度は， 第 1 次案の修正と実践














る」 ことが計画された。 そのため， 1948 年度は，
社会科係会， 教生研究授業と社会科に関わ る調査
が頻繁に行われている。 具体的には， 4 月 12 日，









小では， 1941 年以来， 第一年級で総合授業に取
り組み， 1942 年 10 月には『国民学校に於ける総
合授業』をまとめ ている叫この総合授業を1
月 29 --31 日の初等教育講習会で再び取りあげ，
松下義敏教官 （在任 1946 年 3 月--1948 年 3 月）
が「総合授業について」という題で報告してい
る。 そのため， 1948 年度からは， 総合授業を第
一年級から「二年度 （級）まで拡張して実施」








































学習指導研究会のための授業参観。第2時社会(6 - 3), 算数(5 - 2), 第3時国語(3 - 3), 国語(6
- 1)。午後3 時半 ～：研究会， レクリエ ーション係会。午後4 時半～ ：社会科係会。










（長野師範学校男子部附属小学校『昭和 22 年度学校日誌』， 同『昭和 23 年度学校日誌』， 信州大学教育学部附属長野
小学校『開校九十周年学校沿革大要』 (1976), 信州大学教育学部附属長野小学校百年史編集委員会編『信州大学教
育学部附属長野小学校百年史』 (1986) より筆者作成）




9月 15 8 



















初等教育講習会 （新教育に於ける個性人間性の意義 新教育と効果判定 国語指導上の主要問題と効果測









教生研究授業 総合授業(2 - 3)清水治男批評会




授業参観(3 - 3) のため，ケリ ー来校
教生研究授業 社会(4 - 2)大島克巳



























































の「3. 安全週間」「9. 中学校へ」 が削除されてい
る。 また， このことを第1次案と第2次案の

























































































































































































































































































































それでは第 2 次案に基づいて 実践された「作
業単元」はどのような単元構成となっていたので




















































































環境の設定所 要の掲示や貼り出し ポスタ ー， ビラ．構内略図，長野駅





















































グルー プ ・調べて来る問題調べ方を話し合ってきめる 事なので手落ちなく考えさせる
（全体） •前の計画を考えて注意することを話し合い私達の決まりを〇川中島自動車発着所
つける 乗る人，路線話をきく















作業（グルー プ） 1 ・商業の意義のわかる様な表現をする 商業の役割と交通運輸の関係の理 表現力
•中央通りの様子を共同製作で絵に書いてみる 解を確める 効果判定（理解，技能）
・交通調べの統計をまとめて話し合う 統計作製について班別に指導する


















（長野師範学校男子部附属小学校『学習指導案集録』 (1948) 社 17-23 頁より筆者作成）
- 36 -
「(1)」 は「児童の学習活動の端緒が 与えられる
段階」，「(2)」 は「児童 は問題を追求し ，理解 し
ながら， 更に社会生活に必要な技術生活態度を
身につけてい く」段階 ，「(3)」 は「今後の生活
において本単元によって身についた 一切を発展」
させる段階，として位置づけられている。 ゅぇ











うか。「 2.」でも 述べたように 長野男子附小の
社会科単元指導計画修正には，やはり，重松と
長坂の指導が影響を与えていると考えられる。
しか し ながら， 長野男子附小の学校日誌からは，
彼らの 指導題目のみの確認が限界である。 そこ
で本稿では，重松と長坂が同時 期に発表した論







第 2 次案の修正内容の 1 つ目 は，中高学年に
おける 「作業単元」の削除である。 具体的には，
第三年級の 「 10. お祭り」，第四年級の 「 9. お彼
「 10. 秋祭り」，第五年級の 「 5. 持物調べ」，









重松 は，『要領 I 』の編纂
2
1) が落ち着く 1947
年 4 月から， 文部省を退いて奈良女子高等師範





る 「作業単元」の設定方法である。 そ れ は， 次
の理由からである。「作業単元」 は， 民間情報教
育局(Civil Information and Education Section) の




















と述べた。 その上で，よ い 「作
業単元」の設定規準として， 次の 2 つを指摘し










































その ため， 長坂は， 上記の論考で触れている





































た『補説』の内容は， スコ ー プとシー クエンスと
「作業単元の基底」が主であったと言えるのであ











































































長坂による『補説』に示されたスコ ー プとシ ー
クエンスと「作業単元の基底」の紹介， の影響








会科実施が可能となったのは， 1947 年 7 月中旬



























9 :00-9 :40 学習指導(1, 2年級はすべて総合， 3-1: 社会，
3-2: 国語， 4-1: 5-1: 社会， 5-2: 算数， 5-3:
家庭， 6-3:算数）
10:00 -10:45 学習指導(1, 2年級はすべて総合， 3-1: 算数，
3-2: 図工， 3-3: 4-1: 音楽， 4-2: 社会， 4-3:
算数5-1·5-2の女：体育， 5-3: 算 数， 6-1:国
語， 6-2: 社会， 6-3: 理科）
11:00 -11:45 学習指導(3-2: 社会， 3-3:算数， 4-1: 社会， 4-2:
算数4-3:国語， 5-1: 国語5-2: 社 会， 5-3:国
語， 6-1:算数， 6-2:国語， 6-3: 社会）
11:45�12:25 昼食























科目 指導講師 当校係 会場 中心問題






社会 長坂端午 伊藤倉田， 本校講堂 単元の構成とその指導
腰原， 竹村
高池， 村田， 単元の構成とその指導
算数 和田義信 白鳥， 山本， 体操場 単元学習指導案の作り方教え方
大H方 ー， 過渡的な取扱をどうするか
清水， 深澤，


















































































されている。 したがって， 第一 ・ ニ年級は
総合授業の中で， 社会科が展開された。





導の研究—指導計画—』 (1947) 101-102 頁。




































25) 長野師範学校女子部附属小学校， 前掲8) 10







第14 号 1948) 2
29) 同上， 3頁。




32) 長坂端午， 前掲28) 5
33) 長野師範学校女子部附属小学校， 前掲8) 30
頁。
34) 松下義敏「総合授業について（＝）」（『信濃
教育』第737 号， 1948) 13
35) 同上， 14









計画』 に対する意見 その一 佐藤保太郎」
（『教材研究』 第3 巻第4 号， 1948) 45
